








新生児乳児の中枢神経系の成熟評価に関して発達に伴う姿勢反射の出現消失の時期につい

て諸家の報告で異なる点が多く,これらの反射の発達に伴う変化を定量的に測定すること

は,中枢神経系の成熟度の判定及び発達障害児の早期診断上重要である。この目的で私共が

昨年度開発した陽性支持反射及び立位の発達の定量的解析法により検査を継続し,正常新

生児,乳児 140 人について,生下時より1歳まで延 520 回の測定を行うと共に,新生児,乳児

の Down 症児 29 人,精神発達遅延児 28人脳性麻痺児23 人,在胎 37 週以下の未熟児20 人に

ついて,各月令での測定を行い,正常児と比較検討した。 


